
JAPAN・MTB・CUP 2022の開催
～東京2020大会の感動を再び～
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スポーツ・文化観光部  １

東京2020大会のレガシー創出

  

○本県が会場となった自転車競技の開催効果を継続させるため、
 大会開催前から検討してきたレガシーの具現化に向けた取組を推進

○名実ともに「サイクルスポーツの聖地」となるよう
 日本サイクルスポーツセンターへのトレーニング機能の集約・強化や
 オリンピックコースを活用した国際大会等の誘致・開催を目指す

トラック競技(オリ 8/2～8)(パラ 8/25～28) マウンテンバイク(7/26～27)

県・関係自治体でレガシーを活用したＭＴＢ国際大会を創設

レガシー継承

２



MTB大会概要

○日程
 2022年10月29日～30日（２日間）

○場所
 伊豆マウンテンバイクコース
 日本サイクルスポーツセンター内 
○主催
 ジャパン・マウンテンバイク・
 カップ大会実行委員会 

○概要
 東京2020オリンピック、伊豆MTB
 コースを本格的に使用した国際大会
 を創設。大会開催による東部・伊豆
 地域の活性化を図る。 

○大会クラス
  UCI(国際自転車競技連合) Class1 ３

大会を支える推進体制

協賛企業
(41社)

競技団体・県車連 観光DMO・美伊豆
県

伊豆市

伊豆の国市

賛同・協賛

伊東市

実行委員会(県、自治体、競技団体、ＤＭＯ、所有者）

施設所有者・CSC
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海外等からの競技参加選手の状況

競技参加者
○国内外から約80名のトップライダーが本大会にエントリー
（海外招聘選手４名、海外一般選手16名、国内選手59名）
○コロナ禍であっても、下記２選手のほか、豪州、フィリピン、
　　シンガポール、香港等から数多くの選手が来日
○男子エリート 
ジュリ・ザノッティ
(イタリア・23 歳）
世界ランキング35位
世界選手権14位

○女子エリート　
アンネ・テルプストラ
(オランダ・31 歳)
世界ランキング２位
世界選手権６位

　

大会記録：1:27:09
走行距離：28.7㌔

 １位

大会記録：1:15:04
走行距離：20.5㌔

 １位大会
結果

大会
結果 ５

大会の賑わいづくり
・入場者数累計2,500名(29日～30日)
・自治体、関係団体から延べ52店舗出店
 (みかん、わさび等の伊豆の食材提供)

大会の成果・実績Ⅰ(賑わい/ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)

スポーツボランティアの活用
・ＲＷＣやオリパラで活動したボラン
 ティアを組織化し、大会運営を補助
・延べ123人のボランティアが活動

６



大会の成果・実績Ⅱ(web配信/交流)

一流アスリートとの交流
・海外一流アスリートと地元ジュニア
 アスリートと交流する機会を提供
・10/30、オランダ大使が応援に来場

ｗｅｂによるライブ中継
・コースに８台カメラを設置し、レース
 の臨場感をビジョンカー、ネット配信
・スポーツを「みる」で感動を体感

７

東京大会のレガシー継承に向けた取組

日本サイクルスポーツセンターをエリート選手から自転車初心者までが利用
することができる“自転車トレーニングヴィレッジ”としての活用を検討 

競技力向上の場
・ナショナル
 トレーニング
 センターなど

競技大会の開催地

・国際/国内競技
 大会の開催など

世代、障害の有無を問わずサイクル
スポーツを親しみ、学び、体験できる場

・住民の体験会、
 講習会開催など

伊豆東部のサイクル
ツーリズムの拠点
・トレイルツアー
 参加者の講習など ８



自転車トレーニングヴィレッジ実現に向けて
～運営法人の設置～

要　旨

CSCを拠点に、自転車トレーニングヴィレッジ化の推進組織として、
本年９月「（一社)ふじのくにサイクルスポーツコミッション」を設立

取　組

大会・イベント等の
誘致・開催

自転車を活用した住民向け
健康づくりプログラム

ジュニアアスリートの
発掘・育成

ー

目　的　

11/18～20 全日本自転車競技
選手権(MTB)の誘致・開催

CSCを核に、スポーツによる交流人口の拡大、地域の魅力創造、地域住民
の Quality of Lifeの向上を目指す

小学３年～中学２年を対象に約10名
ＭＴＢタレント候補を発掘・育成

自転車を使った健康づくりプログラム
（約３ヶ月の継続メニュー） ９

アフターコロナにおける今後の本県
での国際スポーツ大会の開催

○10/11(火)から新型コロナ水際対策が大幅に緩和、
 海外選手の往来が活発に。
○今後、本県開催の国際スポーツ大会が多数予定   
   

10

国際スポーツ大会開催を活用して、
本県の魅力向上や交流の拡大に取り組む

自転車競技(ロード・MTB)：CSC(伊豆市) 自転車競技(トラック)：CSC(伊豆市)
サッカー：ECOPA(袋井市)
ｱー ﾃｨｽﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸ゙ ：TOBIO(浜松市)

2025デフリンピック 2026アジア競技大会


